














































































































































でを 4つの段階に区分して描いており（Weber（8） 30ff.），マリーヒャは 3
段階に分けているが（Malycha（1） XXVIff.），これらとは異なる形で本稿

















































































































































































































































































































































時には 1日当たり 2700キロカロリー，1945年初頭でも 2010キロカロリー
の実績があったのに，1946年に占領地区ごとに公定された標準は，アメ









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人だったのに対して 38万人を数えた。さらに年末になると 40万 7千人に
達して，ヒトラーが政権に就いた 1933年のレベルを超えたのである










































































































































































































































































（Grebing u.a. 42）。このような事実に照らせば，公然と干渉する SMADと
共産党の圧力に抗するのが容易ではなかったのは指摘するまでもないであ
ろう。そのことは，ドイツ東部の占領に伴い，ソ連がザクセンハウゼンを
含めて 10か所に設置した特別収容所を一瞥しただけで了解できる。そこ
には公式の設置目的だった戦争犯罪者やナチ関係者ばかりでなく，反ソ分
子やソ連に従わない様々な政治的立場の人々が司法的手続き抜きで捕えら
れていたのである（近藤（4））。
無論，行使されたのは物理的な圧力だけではなかった。同時に，社会民
主党の幹部たちを攻撃するキャンペーンも繰り広げられた。例えばグロー
テヴォールはソ連側から破廉恥な仕方で便宜供与を受けていると中傷され
た。彼の息子が SMAD司令官であるジューコフ元帥の特別の計らいによ
り，イギリスの捕虜収容所から解放されたとか，あるいは美術愛好家であ
る彼にはソ連軍の高官から高価な美術書が贈られたという噂がまことしや
かに流されたのである（Suckut 29）。このようなデマには，社会民主党指
導部に対する不信感を植え付け，社共の組織的統一に距離をとる中央から
－ 226－
地方の活動家を引き離そうという狙いがあったのは多言を要しないであろ
う。
それではなぜ共産党は社共協力からの方向転換を図ったのであろうか。
この問題に関しては，先述したレオンハルトの指摘するスターリンの懸念
を忘れることはできないが，やはり「基本的にはソ連占領地区内部の動き，
左翼運動の主導権を社会民主党に握られることに対する共産党と SMAD
の不安が決定的だった」（安野 42）という説明が説得的であろう。ただ，
この点ついてもう少し掘り下げて考察すると，その理由として三つが浮か
び上がる。
第一は，前述のように，社会民主党が共産党から離反し始めたことであ
る。この離反は社会民主党の自立化とも言い換えられるが，それは統一行
動などで維持してきた同党に対する共産党の統制が及ばなくなる可能性を
孕んでいた。それが現実化した場合，労働者階級の統一の名のもとに社共
を主軸にして再建ドイツの主導権を握るという共産党の戦略は破綻に追い
込まれざるをえないであろう。このため，もはや有効ではなくなった統一
行動の戦術を止め，組織的統一を選択する以外に方策がなくなったと思わ
れる。
第二は，社会民主党に対する共産党の劣勢を打破する見通しが薄れたこ
とである。第三帝国の崩壊を目の当たりにし，人種主義的巨大生存圏とい
うナチスの幻惑から覚めれば国民の意識が大きく変わり，それが共産党の
勢力拡張の土壌になるというのが指導部の描いた見通しだった。けれども，
実際には勢力が拡大したのは社会民主党だった。戦火が止んで半年が過ぎ
ても共産党は，戦争終結前後に大規模な蛮行を働いたソ連と一体と見做さ
れていただけでなく，市民生活の再建に当たって強引な手法が反感さえ招
いていたこともあり，依然として社会民主党の後塵を拝したままだった。
そればかりか，既述のように，社会民主党は優位に立つことによって自信
を深めてさえいたのであり，これを背景にして自立化への傾斜を見せるよ
ソ連占領期東ドイツにおける社会主義統一党の成立と変容（1）
－ 227－
うになっていたのである。
無論，巨視的に見た場合には，第三の理由として，「共産党指導部は，
長期的に権力を獲得し，確保するためには，競争相手である社会民主党を
なくさねばならないことを知っていた」ことが挙げられよう（ウェーバー
36）。ウェーバーによれば，「1945年 6月の設立アピールで共産党指導部
はスターリンの戦術（社会主義への多様な道，ソ連システムを押し付けず）
に従った。しかしまさにその点に欺瞞があり，共産党の優越的地位と社会
民主党の『根絶』という目標を依然として固守していた」のであった（Weber
（8） 29）。ただドイツ降伏後は穏健路線がとられ，他党との協力を重視す
る人民戦線のモデルが基本とされていたので，SMADを後ろ楯としなが
らも，しばらくは露骨な抑圧に走るのは抑制されていたのも事実である。
だがこの時も，敗戦後のベルリンで活動を始めたウルブリヒトが市政の再
建に当たっての指令で，レオンハルトの質問に，「外見は民主的でなけれ
ばならぬ。だがすべてはわが手中にあり，なんだ」と応じ，実際に市政の
最も重要な 3ポストは「わが方の人間」で固めたことから推察されるよう
に（レオンハルト 288, 307），協力相手の存在は利用価値がある限りで認
められ，原則として承認されていたわけではないことを見逃してはならな
い。レオンハルトにせよウェーバーにせよ，当時は共産党内で将来を嘱望
された若手の中核党員で後に批判者に転じた経緯があるので，その見方を
額面どおりに受けとることはできないにしても，両者の証言は共産党の行
動様式を見る上で説得力がある。そしてこれを社会民主党に当てはめるな
らば，離反し始めた同党は共産党にとって利用価値が薄らぎ，むしろ競争
相手という色彩を強めたといえるのであり，その自立性を否定するために
共産党は組織的統一の方針に転換していったと考えられるのである。
